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研究分野：歯学 
科研費の分科・細目：形態系基礎歯科学 
キーワード：歯胚、発生・再生、cDNA サブトラクション、in situ hybridization、

免疫組織化学、アンチセンス法、器官培養、歯原性幹細胞 

 
 
１．研究計画の概要 
発生過程の下顎骨の cDNA サブトラクシ
ョンにより得られた遺伝子のうち、細胞
膜に受容体として存在する蛋白に関連し
た新規遺伝子（Prtg）について、歯胚の
発生過程における機能的役割を明らかに
し、歯胚再生の足がかりを見いだす事を
目的とする研究である。 
 
２．研究の進捗状況 
既にこの遺伝子の基本的な機能について
解析を終え、論文発表した。現在は本遺
伝子を用いて非歯原性上皮性細胞から
「歯原性上皮性幹細胞の作成」を試みて
おり、本来の予定を超えた進捗状況であ
る。 
 
３．現在までの達成度 
Prtg ノックダウンアッセイにより、この
因子の発現抑制をすると歯胚の形成が阻
害され、さらに歯胚発生に重要な因子で
ある Bone morphogenic protein 4 の発現
を抑制したる事から、歯胚の発生に重要
なシグナル受容体であり、歯原性幹細胞
との関連がある事を明らかにした。 
 
４．今後の研究の推進方策 
Prtgを利用した歯原性上皮性幹細胞の作
成」を試みており、マタマイクロアレ ア
ッセイによりこの遺伝子と関連した（受

容体遺伝子なので下流に存在する）因子
の同定を開始している。 
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